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（1）

　
昨
年
12
月
、
東
京
大
学
都
市
工
学
科
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
こ
ま
武
蔵
台
の
今
を

知
り
、
未
来
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
、
１
６
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
90
名
以
上
の
方
々
が
、
こ

ま
武
蔵
台
の
活
性
化
活
動
に
参
画
、
協
力
し

た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
に
入
り
、
来
年
度
の
班
長
や
本

部
役
員
を
決
め
る
活
動
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
生
活
、
健

康
に
対
す
る
不
安
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
い
く
生
活
環
境
は
、
単
純
な
輪
番
に
よ
る

班
長
当
番
制
や
、
や
り
ま
す
と
誰
も
手
を
上

げ
な
い
役
員
の
選
出
状
況
に
現
れ
る
な
ど
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
私
た
ち
に

強
く
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
容
易
で
な
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
持

続
性
の
あ
る
輝
け
る
街
に
し
な
け
れ
ば
な
り

　
２
か
月
ご
と
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く

「
武
蔵
台
だ
よ
り
」
を
通
し
て
、
武
蔵
台
の
今

を
見
つ
め
、
将
来
を
考
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

発
信
は
、
本
号
が
今
年
度
最
後
と
な
り
ま
し

た
。

　
年
度
末
の
今
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
広
報

紙
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
適

切
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？�

皆
さ
ん
に
伝
わ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？�

ど
れ
だ
け
前
進
が
図
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
？�

と
考
え
る
度
に
、
不
安
や

自
分
の
力
不
足
を
感
じ
ま
す
。

　
高
齢
化
や
核
家
族
化
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
は
、
私
た
ち
の
環
境
の
中
へ
急
速
に

押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
数
は
減

少
し
、
来
学
期
の
小
学
校
は
、
全
学
年
が
１

ク
ラ
ス
に
編
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
の
レ
ポ
ー
ト
で
、

県
内
の
大
規
模
団
地
の
な
か
で
持
続
が
困
難

な
団
地
第
３
位
に
こ
ま
武
蔵
台
団
地
が
挙
げ

ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長
　
　
柳
　
沢
　
弘
　
二

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
ま
武
蔵
台
に
住
む
私

た
ち
が
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
責
務
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
?!
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
街
。
未
来
に
向
か
っ
て
活
力
が
溢
れ
希
望

に
満
ち
た
街
。

　
そ
ん
な
理
想
に
一
歩
で
も
、
い
や
半
歩
で

も
近
づ
こ
う
と
す
る
考
え
や
行
動
が
私
た
ち

住
民
の
全
て
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か
？�

そ
れ
は
『
多
様
性
に

富
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
』
だ
と
思
い
ま

す
。
住
民
皆
さ
ん
の
年
齢
構
成
、
住
み
方
、

そ
し
て
価
値
観
の
共
有
や
認
め
あ
う
気
持
ち

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
が
多
様
性
に
は
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
班
長
を
や
れ
な
い
か
ら
自
治
会
を
退
会
す

る
・
・
・
の
で
は
な
く
、
班
長
を
や
れ
な
い

こ
と
を
認
め
合
い
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
自
治
会
に
は
、
固
定
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、
ス
リ
ム
で
柔
軟
な
運
用
が
今
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
無
理

な
く
や
れ
る
範
囲
で
や
る
。
そ
れ
が
ご
近
所

仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
基
本
だ
と
考
え
ま

す
。
日
本
の
良
き
生
活
習
慣
、「
む
こ
う
三

軒
両
隣
」
が
息
づ
く
こ
ま
武
蔵
台
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
そ
の
意

識
を
持
ち
、
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
輝

け
る
街
、
こ
ま
武
蔵
台
が
持
続
す
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

日
本
の
良
き
生
活
習
慣
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
が
息
づ
く

こ
ま
武
蔵
台
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

ス
リ
ム
で
柔
軟
な
ル
ー
ル
の
運
用

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
生
活
環
境

第40回定例総会を次の予定で開催いたします。

■日時：平成31年３月31日（日曜日）
　　　　13時より
■場所：武蔵台公民館 多目的ホール

　平成最後の定期総会です。平成を振り
返り、新しい時代を迎える為の大切な決
算、活動報告、予算、活動方針、役員選
出を議決します。多くの会員の皆様の参
加をお願いします。

こま武蔵台自治会
定例総会開催のお知らせ



（2）

１
丁
目

・
掃
除
区
分
の
見
直
し
要
請

（
２
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

副
会
長

・	

１
月
５
日
安
全
祈
願
開
催
、
16
日
防
災

倉
庫
の
片
付
け
、
27
日
駅
伝
開
催

事
務
局
長

・	

会
館
に
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
を
30

個
購
入
（
１
月
23
日
）

（
３
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

環
境
衛
生
部
長

・	

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
掃
除
用
水
切
り
モ
ッ

プ
の
予
備
は
準
備
済
み

（
４
）
会
長
・
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
1
／
23
（
水
）	

日
高
市
区
長
会
議

・
1
／
25
（
月
）	

地
域
ケ
ア
会
議

・
1
／
27
（
日
）	

奥
む
さ
し
駅
伝
応
援

2
月
16
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時　

　

【
協
議
事
項
】

（
１
）
平
成
31
年
度
第
40
回
総
会
議
案
書
の

精
査

1-1	

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告

に
つ
い
て

1-2	

平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
予

算
（
案
）
に
つ
い
て

（
２
）
平
成
31
年
度
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

・	

前
記
1-2
項
に
て
提
示
し
た
平
成
31
年
度

事
業
計
画
（
案
）
に
示
す
、「
活
動
の
進
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1
月
19
日
（
土
）　

午
後
7
時
～
9
時

　
　
自
治
会
館
２
F
会
議
室

【
協
議
事
項
】

（
１
）
平
成
31
年
度
活
動
方
針
（
案
）
に
つ

い
て

・	

自
治
会
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
と
課
題

の
共
有

・
活
動
計
画
の
概
要

（
２
）
平
成
31
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・	

平
成
31
年
度
限
定
経
費
（
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
の
修
繕
費
等
）１
、８
５
０
千
円
計
上

【
連
絡
事
項
】

（
１
）
本
年
度
各
部
活
動
報
告
と
平
成
31
年

度
活
動
計
画
の
作
成
に
つ
い
て-

菅
野

事
務
局
長

・	

総
会
資
料
用
最
終
原
稿
の
事
務
局
へ
の

提
出
期
限
…
平
成
31
年
２
月
９
日
（
土
）

（
２
）
区
長
要
望-

会
館
前
の
歩
道
の
改
修

に
つ
い
て

・	

今
年
度
予
算
で
前
倒
し
実
行-

工
事
は
１

月
下
旬
実
施

（
３
）
赤
坂
公
園
遊
具
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
結

果
は
危
険
と
の
判
定

・
修
繕
不
適
当
の
判
断
に
よ
り
、
今
年
度

中
に
取
り
壊
し
撤
去
の
予
定

【
報
告
事
項
】

（
１
）
地
区
長
か
ら
の
報
告

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　
平
成
30
年
度
（
1
月
）

　
第
10
回
定
例
役
員
会
報
告

　
平
成
30
年
度
（
2
月
）

　
第
11
回
定
例
役
員
会
報
告

め
方
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」に
沿
っ

て
、
個
々
の
事
業
を
推
進
す
る
。

・	

翌
々
年
度
に
は
、
単
年
度
の
収
支
バ
ラ

ン
ス
を
と
れ
る
よ
う
に
（
赤
字
予
算
の

解
消
）、
平
成
31
年
度
で
は
個
々
の
事
業

を
実
施
す
る
上
で
、
無
駄
を
省
き
、
ス

リ
ム
な
活
動
内
容
に
で
き
な
い
か
考
え
、

事
業
経
費
の
削
減
を
図
る
。

（
３
）
第
40
回
総
会
の
進
め
方

3-1	

総
会
資
料
の
作
成
状
況
に
つ
い
て

3-2
当
日
役
員
集
合
と
役
割
分
担
に
つ
い
て

3-3
議
事
進
行
の
各
担
当
者
に
つ
い
て

・	

総
合
司
会（
１
）、議
長（
１
）、書
記（
２
）、	

議
事
録
作
成
者
（
１
）、	

議
事
録
署
名
者

（
２
）	

選
考
中

【
報
告
事
項
】

（
１
）
副
会
長
・
事
務
局
か
ら
の
報
告

副
会
長

・	

２
丁
目
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
修
理

・	

小
中
学
校
の
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
警
察
が

捜
査
中

（
２
）
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

安
全
対
策
部

・	

住
所
表
示
板
か
剥
が
れ
て
い
る
所
は
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
３
）
会
長
／
区
長
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
2
／
21
（
木
）	

福
祉
ネ
ッ
ト
会
議

・
2
／
25
（
月
）	

地
域
ケ
ア
会
議

・
3
／
3
（
日
）
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
3
／
9
（
土
）	
青
少
年
健
全
育
成
の
会
役

員
会

・
3
／
15
（
金
）	
武
蔵
台
中
学
校
卒
業
式

・
3
／
16
（
土
）	

地
区
体
育
協
会
役
員
会

　
団
地
内
大
掃
除
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
の
武
蔵
台
の
町
内
清
掃

は
、
例
年
と
比
べ
る
と
一
回
少
な
い
三
回
で

し
た
。
こ
の
町
内
清
掃
に
つ
い
て
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
色
々
な
意
見
を
持
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
あ
る
人
は
、『
自
分
達
の
住
む

街
は
、
自
分
達
で
綺
麗
に
す
る
の
は
あ
た
り

ま
え
』
と
話
す
人
も
い
ま
す
し
、『
た
ま
の

掃
除
で
近
所
が
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
目

的
』
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
逆
に
、『
武
蔵

台
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
掃
除
は

負
担
が
大
き
い
。
自
治
会
の
年
会
費
を
あ
げ

て
も
プ
ロ
に
頼
む
べ
き
』
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
ち
な
み
に
現
在
、
武
蔵
台
自
治
会
費
は

年
間
２
４
０
０
円
。
近
隣
の
他
の
自
治
会
で

は
６
０
０
０
円
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
私
の
意
見
で
す
が
、『
町
内
清

掃
は
、
出
来
る
人
が
行
い
、
出
来
な
い
人
に

つ
い
て
は
気
に
し
な
い
』と
い
う
考
え
で
す
。

　
武
蔵
台
に
は
２
２
０
０
以
上
の
世
帯
が
あ

り
色
々
な
立
場
の
人
間
が
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
様
々
な
意
見
が
あ
る
の
は
あ
た
り
ま
え

で
す
。
正
解
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
綺
麗
な
街
に
住
み
た
い

と
い
う
我
が
儘
な
自
分
も
こ
こ
に
お
り
ま

す
。�

（
Ｉ
・
Ｈ
）

リ
レ
ー
随
想
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

（3）
　
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
に
分
譲
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
あ
っ
た
の
は
高
麗

駅
や
高
麗
駐
在
所
。
そ
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
７
月
に
４
軒
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
年
）
武
蔵
台
小

学
校
が
開
校
。
そ
の
後
昭
和
56
年
に
武
蔵
台

公
民
館
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
武
蔵

台
の
人
口
は
増
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
各
地

か
ら
東
京
近
郊
に
就
職
し
て
結
婚
。
こ
の
頃

新
婚
旅
行
は
宮
崎
県
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
飛

行
機
で
宮
崎
に
行
き
、
バ
ス
で
観
光
し
て
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
に
泊
ま
る
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

の
前
で
写
真
を
撮
っ
て
く
る
の
が
新
婚
旅
行

の
コ
ー
ス
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
数

年
す
る
と
子
ど
も
が
生
れ
そ
の
頃
住
ん
で
い

た
団
地
や
ア
パ
ー
ト
が
狭
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
日
本
は
空
気
が
悪
く
喘
息
な
ど
の
問
題

も
出
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
都
心
か
ら
離

れ
た
空
気
の
良
い
と
こ
ろ
で
生
活
し
た
い
。

職
場
で
こ
ま
武
蔵
台
の
分
譲
情
報
を
み
た
。

家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
た
時
に
武
蔵
台
を

通
っ
て
気
に
入
っ
た
。
新
聞
に
分
譲
情
報
が

あ
り
見
に
来
た
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
御
縁
で

こ
の
街
を
皆
さ
ん
が
選
び
ま
し
た
。
多
く
の

お
父
さ
ん
は
片
道
２
時
間
前
後
か
け
て
通
勤

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
秩
父
か
ら
池
袋
ま

で
乗
り
換
え
な
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
家
族

の
た
め
、
休
日
の
釣
り
や
川
遊
び
な
ど
の
楽

平
成
最
後
の
武
蔵
台え

ま
す
。
こ
の
年
武
蔵
台
中
学
校
が
開
校
。

１
９
５
名
が
武
蔵
台
中
学
校
の
一
期
生
と
し

て
卒
業
し
ま
し
た
。
街
と
し
て
は
建
築
協
定

の
期
限
が
迫
り
当
時
自
治
会
で
は
話
し
合
い

勉
強
を
経
て
、
今
の
新
地
区
計
画
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

し
み
の
た
め
通
勤
も
苦
で
は
な
か
っ

た
と
皆
さ
ん
話
し
て
い
ま
し
た
。
昭

和
54
年
に
自
治
会
発
足
。
い
ろ
い
ろ

な
会
が
徐
々
に
増
え
街
ら
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
を
迎

　
立
春
か
ら
啓
蟄
の
季
節
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
心
待
ち
に
し
て
い
た
春
到
来
。
そ
ん
な
春

の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る

と
、
身
も
心
も
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
す
。
春

風
も
空
の
雲
も
一
緒
に
動
き
ま
す
。
室
内
で

身
体
を
動
か
す
の
と
は
、
ま
た
一
つ
違
い
ま

す
。　

　
こ
の
場
に
集
ま
る
こ
と
で
、
顔
見
知
り
が

増
え
て
楽
し
い
会
話
の
輪
が
広
が
り
、
爽
や

か
な
一
日
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
朝
食

の
前
に
、出
勤
の
前
に
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
準
備
体
操
に
。み
な
さ
ん
、ご
一
緒
に

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
！

場
所
：	

こ
ま
武
蔵
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー　
広
場
（
時
間
：
朝
７
時
か
ら

10
分
程
度　

日
曜
日
は
お
休
み
で

す
。）

★	

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の「
マ
ル
シ

ェ
」
開
催
時
に
も
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
（
午

前
10
時
半
ご
ろ
～
）

（
長
澤
雄
三
）

武
蔵
台
ラ
ジ
オ
体
操
へ

　

住
所
の
問
題
も
起
き
ま
し
た
。
自
治
会

は「
こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
」と
言
い
ま
す
が
、

住
所
は
「
武
蔵
台
〇-

〇-

〇
」
と
書
き
ま
す
。

「
こ
ま
」
を
付
け
る
か
付
け
な
い
か
で
住
民

大
会
が
行
わ
れ
、
結
果
住
所
に
は
「
こ
ま
」

は
つ
け
な
い
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。　

　
ま
た
当
時
、
武
蔵
台
の
住
所
は
わ
か
り
に

く
い
も
の
で
荷
物
の
配
達
な
ど
で
住
所
が
分

か
ら
ず
配
達
業
者
が
自
治
会
に
問
い
合
わ
せ

に
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
前
半
は

若
く
元
気
な
40
代
が
多
く
、
子
ど
も
も
多
く

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
は

神
輿
を
担
ぎ
、
山
車
に
は
子
ど
も
が
集
ま
り

賑
や
か
で
し
た
。
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
15
年
頃
か

ら
街
の
様
子
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
自
動

車
の
普
及
、
郊
外
型
大
型
店
が
で
き
、
少
子

高
齢
化
、
徐
々
に
街
に
活
気
が
な
く
な
り
、

三
菱
銀
行
が
撤
退
し
、
り
そ
な
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

な
る
が
そ
れ
も
撤
退
。店
舗
も
徐
々
に
閉
店
。

平
成
20
年
東
急
ス
ト
ア
も
撤
退
。

　
当
時
か
ら
唯
一
変
わ
ら
な
い
高
麗
駐
在
所

も
今
移
転
の
話
が
出
て
い
ま
す
。
建
物
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
、
今
の
場
所
で
は
土
地

が
狭
い
こ
と
、
建
蔽
率
な
ど
の
問
題
で
今
の

場
所
に
建
て
替
え
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

土
地
の
購
入
で
は
な
く
借
り
て
建
て
る
こ
と

が
条
件
と
の
こ
と
で
武
蔵
台
の
中
で
は
土
地

が
見
つ
か
ら
な
い
そ
う
で
す
。
毎
日
の
よ
う

に
詐
欺
の
は
が
き
や
電
話
が
く
る
高
齢
化
し

た
武
蔵
台
。
安
心
安
全
な
環
境
も
他
の
物
同

様
に
近
く
無
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
こ
か
適
切
な
土
地
を
み
つ
け
て
武
蔵
台
に

残
せ
る
と
い
い
で
す
ね
・
・
・
。

　
そ
ん
な
中
、
朝
ど
れ
が
入
り
、
マ
ル
シ
ェ

が
開
催
、
病
院
や
薬
局
、
カ
フ
ェ
が
新
し
く

入
り
ま
し
た
。
武
蔵
台
が
で
き
42
年
。
新
し

い
元
号
と
共
に
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま

す
。
武
蔵
台
で
新
し
い
時
代
を
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
広
報
部　
渡
部
）
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武
蔵
台
病
院　
樋
田
和
己

　
私
は
５
区
を
任
さ
れ
た
。ウ
ォ
ー

駅
伝
に
参
加
し
て

　
武
蔵
台
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、
平
素

か
ら
警
察
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
埼

玉
県
内
で
１
７
５
名
、
飯
能
警
察
署
管
内

で
８
名
の
方
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
交

通
事
故
の
原
因

と
し
て
最
も
多

い
の
が
漫
然
、

わ
き
見
運
転
と

な
っ
て
い
ま
す
。

車
は
時
速
40
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で

走
行
中
、
１
秒

で
11
・
１
メ
ー

ト
ル
走
行
し
、
さ
ら
に
危
険
を
察
知
し
て
止

ま
る
の
に
17
・
３
メ
ー
ト
ル
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
１
秒
で
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話

を
使
用
し
て
の
運
転
は
も
と
よ
り
、「
な
が

ら
運
転
」
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
武
蔵
台
に
お

い
て
は
交
差
点
内
の
交
通
事
故
が
多
く
、
原

因
と
し
て
は
一
時
停
止
場
所
で
の
し
っ
か
り

と
し
た
一
時
停
止
と
安
全
確
認
が
疎
か
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
時

停
止
場
所
で
は
停
止
線
手
前
で
止
ま
り
、
安

全
確
認
を
し
て
か
ら
進
行
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
中
央
通
り
や
ア
カ
シ
ア
通
り
の
坂
を
下

る
際
は
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
等
を
掛
け
て

減
速
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
横
断
歩
行
者
に

る
。息
が
上
が
り
苦
し
い
。

全
て
を
出
し
切
っ
た
。
結

果
は
５
位(

地
区
体
協
９

チ
ー
ム)

、
個
人
で
は
区

間
賞
い
た
だ
い
た
。
来
年

こ
そ
は
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

優
勝
し
た
い
。
改
め
て
選

手
サ
ポ
ー
ト
、
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ム
ア
ッ
プ
を
終
え
４
区
走
者
を
ま
だ
か
と

待
つ
。
１
９
７
番
！
受
け
取
っ
た
の
は
繰

り
上
げ
ス
タ
ー
ト
の
タ
ス
キ
で
あ
っ
た
。

追
い
風
を
受
け
国
道
２
９
９
を
駆
け
下
る
。

沿
道
の
声
援
が
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

〈奥むさし駅
伝〉

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
２
月
13
日
（
水
曜
日
）
自
治
会
館
に
て
武

蔵
台
サ
ロ
ン
「
折
り
紙
で
ひ
な
作
り
」
を
し

ま
し
た
。

　
14
名
の
参
加
者
が
、
横
手
台
折
り
紙
サ
ー

ク
ル
の
皆
様
に
親
切
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
楽
し
く
手
指
を
動
か
し
ま
し
た
。
折
り

紙
も
全
て
セ
ッ
ト
し
て
用
意
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
終
始
笑
顔
で
、
固
く
な
り

か
け
た
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
、
何
度
も
同
じ

こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
、
脳
の
老
化
を
痛
感

折
り
紙
の
お
ひ
な
さ
ま

折り紙雛完成品

飯
能
警
察
高
麗
駐
在
所　
松
田�

隼

は
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

　
次
に
高
齢
者
の
運
転
に
つ
い
て
で
す
が
、

運
転
技
術
に
衰
え
を
自
覚
さ
れ
て
い
る
方
や

そ
の
ご
家
族
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ

す
前
に
運
転
免
許
書
の
自
主
返
納
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。
自
主
返
納
の
手
続
き
は
飯
能
警

察
署
で
行
え
、
同
時
に
身
分
証
明
書
と
し
て

活
用
で
き
る
運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行
も
で

き
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
車
は
便
利
な

乗
り
物
で
す
が
、
判
断
を
誤
れ
ば
人
を
殺
め

る
凶
器
で
あ
る
こ
と
を
再
度
認
識
し
て
頂
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
確
か
に
折
り
紙
は
ボ
ケ

防
止
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
寒
い
日
で
し

た
が
部
屋
の
中
は
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
と

明
る
い
笑
い
声
で
春
を
先
取
り
し
た
よ
う
で

し
た
。
男
ば
か
り
の
我
が
家
の
玄
関
に
、
今

年
は
こ
の
折
り
紙
の
お
ひ
な
さ
ま
を
置
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
文
化
厚
生　
柏
木
）

2019年3月1日



武 蔵 台 だ よ り 2019年3月1日（5）

　
武
蔵
台
安
全
祈
願
新
春
の
集
い

　
ま
だ
正
月
特
有
の
澄
ん
だ
冷
た
い
空
気
の

残
る
１
月
５
日
（
土
）。
10
時
か
ら
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の
広
場
で
行
わ
れ
る
恒

例
◇
武
蔵
台
安
全
祈
願
新
春
の
集
い
◇
に
向

か
い
な
が
ら
、
聞
こ
え
て
く
る
お
囃
子
の
音

に
10
年
近
く
前
に
こ
う
し
て
坂
を
下
り
新
春

の
集
い
に
娘
の
友
達
の
お
囃
子
を
応
援
に
来

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と

に
今
年
は
付
き
合
っ
て
貰
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
広
場
の
中
央
で
は
時
間
前
か
ら
、
子
供
た

ち
に
よ
る
お
囃
子
が
早
く
も
正
月
気
分
を
高

め
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
小
学
生
が
少
な
く

リ
レ
ー
随
想

　
私
の
家
族
は
、
家
内
と
長
男
・
長
女
・
次

女
の
五
人
家
族
で
す
。
武
蔵
台
に
移
り
住
ん

だ
の
は
平
成
十
一
年
の
一
月
、
今
年
で
ち
ょ

う
ど
二
十
年
経
ち
ま
す
。

　
私
の
子
育
て
で
苦
労
し
た
の
は
、
親
と
し

て
子
供
た
ち
に
初
め
て
の
自
転
車
乗
り
を

教
え
た
こ
と
で
す
。
武
蔵
台
は
、
ご
存
知

の
と
お
り
坂
の
街
で
す
。
特
に
私
の
家
は
坂

の
途
中
で
す
。
広
い
庭
も
無
く
、
い
つ
も
自

転
車
を
車
に
乗
せ
て
平
ら
な
場
所
ま
で
移

動
。
例
え
ば
公
園
、
車
の
通
ら
な
い
道
な
ど

で
猛
特
訓
。『
後
ろ
で
抑
え
て
い
る
か
ら
大

丈
夫
。』
と
言
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
手
を

放
す
。
ち
ょ
っ
と
進
む
と
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず

し
『
ガ
シ
ャ
ン
！
』
と
自

転
車
ご
と
倒
れ
る
。『
パ

パ
の
嘘
つ
き
！
手
を
放
さ

な
い
で
』
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
。

子
供
た
ち
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
自
転
車
に
乗
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
慣

れ
て
く
る
と
一
緒
に
団
地

内
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま

し
た
。
登
り
坂
で
は
腰
を

上
げ
、
ゼ
イ
ゼ
イ
息
を
し

な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

下
り
坂
で
は
ペ
ダ
ル
か
ら

足
を
放
し
、
ヒ
ュ
ー
と
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

坂
の
街
　
武
蔵
台

な
っ
て
い
る
現
在
で
も
こ
の
よ
う
に
昔
な
が

ら
を
守
っ
て
続
け
て
く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝

し
ま
す
。
や
は
り
お
正
月
は
こ
う
で
な
く
て

は
。

　
地
域
の
安
全
を
願
う
柳
沢
自
治
会
長
の
挨

拶
の
後
、
賑
や
か
な
お
囃
子
や
踊
り
、
餅
つ

き
が
行
わ
れ
豚
汁
と
た
こ
焼
き
も
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
頂
い
た
豚
汁
が
と
て
も

美
味
し
く
体
が
温
ま
り
ま
し
た
。
ご
馳
走
様

で
し
た
。
商
店
街
の
方
々
も�

福
引
き
な
ど

で
盛
り
上
げ
に
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
さ

い
ま
し
た
。

　

飯
能
警
察
高
麗
駐
在
所
の
皆
様
も
パ
ト

カ
ー
と
と
も
に
安
全
祈
願
に
参
加
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
良
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
Ｓ
・
Ｈ
）

　
今
思
い
起
こ
す
と
、
自
転
車
で
平
坦
の
道

を
走
る
よ
り
、
坂
道
を
走
っ
た
時
の
方
が
、

ず
っ
と
ず
っ
と
子
供
た
ち
と
の
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
お
り
ま
す
。人
生
も
同
じ
で
す
ね
。

山
あ
り
谷
あ
り
の
方
が
、
思
い
出
に
残
り
ま

す
。

　
坂
の
街
、
武
蔵
台
。
私
の
大
好
き
な
街
で

す
。�

二
丁
目
在
住　
原
島
伊
佐
夫
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平
成
最
後
の
武
蔵
台
だ
よ
り
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
と
い
う
時
代
は
日
本
が
戦
争

と
縁
の
な
い
平
和
な
時
代
で
し
た
。
好
景

気
、
不
景
気
を
経
験
し
、
家
電
な
ど
が
進

化
し
た
時
代
で
し
た
。
新
し
い
時
代
が
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
な
時
代
に
な
り

ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

広
報
部
長

渡
部
優
子

編

集

後

記

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

望
月

和
子
（
84
歳
）
一
─
二
十
二
─
三

ご
逝
去
日

一
月
四
日
　
　

吉
崎

み
つ
江
（
91
歳
）
五
─
二
十
五
─
十
七

ご
逝
去
日

一
月
二
十
三
日

　当法人は昭和53年に武蔵台団地の方々の医療必
要性を認識した宇津木敏夫氏により設立された病
院です。時代の変革を経て、現在は医療法人和会

割、整形外科の手術も行い、骨折や脳卒中後の方々
が機能回復し在宅へ退院していただくための回復
期の機能、また在宅へ帰っても、リハビリや介護

皆様の健康で幸せな生活を支えて

として武蔵台病院と介護老人保健施設・日高の里
の運営をしております。現在の
病院に移築して、はや15年と
なります。「この地域に住んで
いてよかったな」と皆さんが
思ってくださることが当法人の
目指すところです。
　当院の役割は地域多機能病院
と位置づけられています。救急
車の受け入れなど救急病院の役

を継続できるように在宅医療、介護にも注力して
おります。武蔵台病院では新し
い試みとして、地域の方々の健
康寿命の延伸を目指して、市民
講座である「武蔵台健幸塾」を
毎月開催しております。
　健康に関する知識をつけてい
ただき、皆様が健康で幸せな生
活ができるよう願っておりま
す。

医療法人和
やわら

会�理事長　整形外科�河野義彦

第7回　こま武蔵台サロン

太極拳の基本動作
太極拳教室
「太極拳練功同好会」のみなさんと
一緒に体験してみましょう。

日　時　3月13日（第二水曜日）
　　14時30分〜15時30分

場　所　こま武蔵台自治会館　2F
主催　こま武蔵台自治会　文化厚生部

　3月2日（土）日高総合公園において、日高市七
地区体育協会主催による第4回ひだか交流グラン

上位入賞者も数名でます。「武蔵台グランドゴルフ
愛好会」は主に中の田公園で毎週火曜日、金曜日

上位入賞者も輩出「武蔵台グランドゴルフ愛好会」

ド・ゴルフ大会が
開催されます。
　各地区30名の愛
好者代表者が選出
され、武蔵台20名
横手台10名が地区
体育協会の推薦を
受けて参加します。
年々技量も上達し

午前9時より練習
会を開催していま
す。木陰での休憩
の時間も楽しいひ
と時です。皆様の
ご参加をお待ちし
ています。

代表　平野光啓




